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〔
民
集
未
登
載
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究

二
四
〕

特
別
抗
告
の
理
由
と
し
て
形
式
的
に
は
憲
法
違
反
の
主
張
が
あ
る
が
そ
れ
が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
原

裁
判
所
が
特
別
抗
告
を
却
下
す
る
こ
と
の
可
否

平
成
一
二
年
六
月
三
O
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
最
高
裁
判
所
平
成
二
一
年
（
許
）
第
九
号
、
特
別
抗
告
却
下
決
定
に
対
す
る
許
可
抗

告
事
件
、
破
棄
、
判
例
時
報
二
O
五
二
号
四
八
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
O
三
号
九
三
頁
）

判例研究

〔
事
実
〕

X
は
、
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
を
申
し
立
て

た
が
、
同
裁
判
所
は
X

に
訴
訟
上
の
救
助
を
付
与
す
べ
き
事
由
が
あ
る

も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
申
立
て
を
却
下
す
る
旨
の
決
定
を

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
X

が
同
却
下
決
定
は
憲
法
二
五
条
一
項
、
三

二
条
お
よ
び
七
六
条
に
違
反
す
る
と
し
て
特
別
抗
告
を
提
起
し
た
と
こ

ろ
、
原
裁
判
所
は
、
本
件
特
別
抗
告
の
理
由
は
実
質
的
に
は
法
令
違
反

を
い
う
も
の
に
す
ぎ
ず
、
民
訴
法
三
三
六
条
一
項
に
規
定
す
る
事
由
に

該
当
し
な
い
と
し
て
、
本
件
特
別
抗
告
を
却
下
す
る
旨
の
決
定
を
し
た

た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
X

が
許
可
抗
告
を
申
し
立
て
た
。
本
件
許
可
抗

告
に
お
い
て
、
X

は
、
民
訴
法
三
三
六
条
三
項
で
準
用
す
る
同
三
二
ハ

条
一
項
所
定
の
原
裁
判
所
の
権
限
は
形
式
的
審
査
権
の
み
で
あ
る
と
解

さ
れ
る
と
こ
ろ
、
原
裁
判
所
が
実
質
的
判
断
に
踏
み
込
ん
で
本
件
特
別

抗
告
を
却
下
し
た
こ
と
は
権
限
を
逸
脱
し
た
違
法
な
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
主
張
し
て
争
っ
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

破
棄

「
特
別
抗
告
の
理
由
と
し
て
形
式
的
に
は
憲
法
違
反
の
主
張
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

最
高
裁
判
所
が
当
該
特
別
抗
告
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま

り
（
民
訴
法
三
三
六
条
三
項
、
三
二
七
条
二
項
、
三
一
七
条
二
項
）
、

原
裁
判
所
が
同
法
三
三
六
条
三
項
、
三
二
七
条
二
項
、
三
一
六
条
一
項

に
よ
り
こ
れ
を
却
下
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
169 
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X

の
特
別
抗
告
を
却
下
し
た
原
審
の
上
記
判
断
に
は
、
裁
判
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
（
上
告
の
場
合
に
つ
き
、

最
高
裁
平
成
一
O
年
例
第
六
四
六
号
同
一
一
年
三
月
九
日
第
三
小
法
廷

決
定
・
裁
判
集
民
事
一
九
二
号
九
九
頁
参
照
）
。
」

〔
評
釈
〕

本
決
定
に
賛
成
す
る
。

本
決
定
の
意
義

本
決
定
は
、
特
別
抗
告
の
理
由
と
さ
れ
た
憲
法
違
反
の
主
張
が
実

質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
最
高

裁
判
所
に
お
い
て
特
別
抗
告
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま

り
、
原
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
こ
と
は

(1
) 

で
き
な
い
旨
を
判
示
し
た
初
め
て
の
最
高
裁
決
定
で
あ
る
。
本
決
定

に
よ
り
、
特
別
抗
告
の
理
由
と
し
て
憲
法
違
反
の
主
張
が
な
さ
れ
て

(2
) 

い
る
限
り
、
そ
れ
が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
抗
告
人
の
主
張
す
る
特
別
抗
告
の
理
由

が
憲
法
違
反
を
い
う
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
最
高
裁
判
所

に
専
属
的
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
下
級
審
裁
判
例
に
は
、
憲
法
違
背
の
字
句
を
使
用
し
て

い
る
が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
特
別
抗
告
に
つ

い
て
原
裁
判
所
が
不
適
法
却
下
で
き
る
と
し
た
例
が
あ
り
、
ま
た
、

本
件
原
決
定
も
こ
れ
と
同
様
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
原
裁
判
所
に
お

い
て
本
件
特
別
抗
告
を
却
下
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
本
決
定
は

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
否
定
し
、
原
裁
判
所
の
審
査
権
限
の
限
界
を

(4
) 

明
ら
か
に
し
た
点
で
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

本
件
最
高
裁
は
、
そ
の
論
拠
を
積
極
的
に
示
し
て
は
い
な
い
が
、

最
三
小
決
平
一
一
・
三
・
九
判
時
一
六
七
三
号
八
七
頁
（
以
下
、

「
平
成
一
一
年
決
定
」
と
い
う
）
を
参
照
判
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
決
定
の
論
旨
が
本
件
に
お
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
同
決
定
は
、
上
告
人
の
主
張

す
る
上
告
理
由
が
民
訴
法
三
一
二
条
一
項
お
よ
び
二
項
所
定
の
上
告

理
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
告
裁

判
所
で
あ
る
最
高
裁
判
所
が
決
定
で
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と

ど
ま
り
、
こ
れ
を
原
裁
判
所
ま
た
は
上
告
裁
判
所
が
不
適
法
で
あ
る

と
し
て
却
下
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
を
説
示
し
た
最
高
裁
決
定
で

(5
) 

あ
る
。

170 

特
別
抗
告
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
三
三
六
条
三
項
が
特
別

上
告
に
関
す
る
規
定
を
準
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
特
別
上
告
に
関
す

る
民
訴
法
三
二
七
条
二
項
は
上
告
に
関
す
る
規
定
を
準
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
特
別
抗
告
に
関
し
て
も
、
基
本
的
に
は
上
告
に
関
す
る



議
論
が
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
特
別
抗
告
の
手
続
に

つ
い
て
上
告
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
は
、
特
別
抗
告
の
性

質
に
反
し
な
い
限
り
で
あ
る
か
ら
、
特
別
抗
告
に
固
有
の
事
由
が
あ

れ
ば
こ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
評
釈
で
は
、
以
下
、

本
決
定
が
前
提
と
す
る
平
成
一
一
年
決
定
の
論
旨
を
分
析
し
た
う
え

で
、
同
決
定
の
論
旨
を
非
常
の
不
服
申
立
制
度
で
あ
る
特
別
抗
告
に

あ
て
は
め
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
本
決
定
が

今
後
の
裁
判
実
務
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。

判例研究

最
三
小
決
平
一
一
・
三
・
九
判
時
一
六
七
三
号
八
七
買
の
輪
旨

平
成
一
一
年
決
定
の
事
案
は
、
上
告
人
が
原
判
決
の
理
由
不
備
を

主
張
し
て
上
告
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
原
裁
判
所
に
お
い
て
、
本
件

上
告
理
由
は
民
訴
法
三
二
一
条
一
項
、
二
項
所
定
の
上
告
理
由
を
主

張
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
当
該
上
告
を
却
下
す
る
決
定
が
な
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
特
別
抗
告
を
申
し
立
て
た
事
案
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
原
決
定
に
憲
法
違
反
は
な
い
と
し
て
結

論
と
し
て
は
特
別
抗
告
を
棄
却
し
た
が
、
本
件
上
告
が
原
裁
判
所
で

却
下
さ
れ
た
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

た
。
「
本
件
本
案
事
件
に
つ
い
て
の
上
告
の
理
由
は
、
理
由
の
不
備

を
い
う
が
、
そ
の
実
質
は
事
実
誤
認
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

明
ら
か
に
民
訴
法
三
二
一
条
一
項
及
び
二
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該

当
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
上
告
も
、
上
告
裁
判
所
で
あ
る

最
高
裁
判
所
が
決
定
で
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
（
民

訴
法
コ
二
七
条
二
項
）
、
原
裁
判
所
又
は
上
告
裁
判
所
が
民
訴
法
三

一
六
条
一
項
又
は
コ
二
七
条
一
項
に
よ
っ
て
却
下
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。
上
記
説
示
は
、
い
わ
ゆ
る

「
な
お
書
き
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
高
裁
と

し
て
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
高
等
裁
判
所
の
実
務
に
注
意
を
喚

(6
) 

起
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

本
件
解
説
に
よ
れ
ば
、
同
決
定
が
上
記
判
断
を
示
し
た
理
論
的
基

(7
) 

礎
は
次
の
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
本
件
上
告
の
よ
う
に
上
告
理
由
と

し
て
主
張
さ
れ
た
憲
法
違
反
や
理
由
不
備
等
の
主
張
が
実
質
的
に
は

単
な
る
法
令
違
反
や
事
実
誤
認
等
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
明
ら

か
に
民
訴
法
三
一
二
条
一
項
、
二
項
所
定
の
上
告
理
由
を
主
張
す
る

も
の
で
な
い
場
合
は
、
民
訴
法
コ
二
七
条
二
項
に
よ
っ
て
上
告
裁
判

所
で
あ
る
最
高
裁
判
所
の
棄
却
決
定
の
対
象
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
民
訴
法
三
一
七
条
二
項
の
規
定
が
、
平
成
八
年
改

正
に
よ
り
上
告
理
由
が
原
則
と
し
て
憲
法
違
反
（
民
訴
法
三
二
一
条

一
項
）
と
絶
対
的
上
告
理
由
（
同
二
項
）
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
伴

っ
て
新
設
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
憲
法
違
反
や
理
由
不
備
等
の
上
告

理
由
に
名
を
借
り
た
上
告
を
簡
易
に
棄
却
す
る
方
法
と
し
て
と
く
に

(8
) 

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
に
基
づ
く
。

171 
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そ
し
て
第
二
に
、
民
訴
法
一
一
二
七
条
二
項
に
よ
る
棄
却
決
定
の
対

象
と
同
条
一
項
に
よ
る
却
下
決
定
の
対
象
と
は
理
論
上
峻
別
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
同
条
二
項
に
基
づ
い
て
上
告
裁
判
所
で
あ
る
最
高
裁

判
所
が
決
定
で
棄
却
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
同
条
一
項

に
基
づ
い
て
却
下
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
う
で
あ
る
以
上
は
原

裁
判
所
が
民
訴
法
コ
二
六
条
一
項
に
基
づ
い
て
却
下
す
る
こ
と
も
許

き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
訴
法
三
一
七
条

の
規
定
は
、
上
告
裁
判
所
が
上
告
を
却
下
で
き
る
場
合
と
棄
却
で
き

る
場
合
と
を
明
確
に
書
き
分
け
て
お
り
、
同
条
一
項
は
上
告
が
不
適

法
で
あ
る
場
合
な
い
し
は
上
告
状
ま
た
は
上
告
理
白
書
の
記
載
が
不

適
式
で
あ
る
場
合
の
規
定
で
あ
り
、
他
方
、
同
条
二
項
は
上
告
人
の

主
張
す
る
上
告
理
由
が
明
ら
か
に
法
定
の
上
告
理
由
に
該
当
し
な
い

場
合
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
告
に
対
す
る
原
裁
判
所
の
審
査

上
告
の
提
起
は
上
告
状
お
よ
び
上
告
理
白
書
を
原
裁
判
所
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
原
裁
判
所
は
、
上
告
が
不
適
法

で
そ
の
不
備
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
（
民
訴
法
三
二
ハ

条
一
項
一
号
）
、
上
告
人
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に

上
告
理
由
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き
（
同
二
号
前
段
）
、
ま
た
は
、

(m
) 

上
告
理
由
の
記
載
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
式
に
違
反
し
て

い
る
と
き
（
同
二
号
後
段
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
と
き
は
、
決
定
で
上
告
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
法
コ
二
六
条
一
項
に
相
当
す
る
、
旧
三
九
九
条
一
項
の
規
定

に
つ
い
て
、
旧
法
下
の
学
説
は
、
同
規
定
は
上
告
が
不
適
法
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
っ
て
原
裁
判
所
が
決
定
で
上
告
を
却
下

す
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
た
規
定
で
あ
り
、
上
告
が
内
容
的
に
理
由

が
な
い
か
ど
う
か
は
必
ず
上
告
裁
判
所
に
判
断
さ
せ
て
原
裁
判
所
に

(U
) 

判
断
さ
せ
な
い
趣
旨
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
に
せ

よ
、
憲
法
ま
た
は
法
令
の
違
背
あ
る
い
は
訴
訟
手
続
の
法
令
違
背
が

主
張
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
主
張
自
体
か
ら
理
由
が
な
い
こ
と
、

あ
る
い
は
架
空
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
も
、
原
裁
判

（
ロ
）

所
が
上
告
を
却
下
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
。
こ
の
よ
う
な

理
解
に
よ
れ
ば
、
憲
法
違
反
や
理
由
不
備
等
に
名
を
借
り
た
上
告
で

あ
っ
て
も
、
上
告
理
由
が
主
張
さ
れ
て
い
る
限
り
は
事
件
は
上
告
裁

判
所
に
送
付
さ
れ
、
上
告
裁
判
所
が
判
決
の
形
式
で
上
告
を
棄
却
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
運
営
の
あ
り
方
に
対
し
て
は
、

最
高
裁
判
所
の
負
担
過
重
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
原
裁
判
所
の
審
査

（
お
）

権
限
の
拡
大
・
強
化
を
望
む
意
見
も
見
ら
れ
た
。

現
行
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
旧
法
下
に
お
け
る
の
と
同
様
、
原
裁

判
所
の
審
査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
上
告
が
適
法
・
適
式
で
あ
る
か

否
か
と
い
う
形
式
的
審
査
に
と
ど
ま
り
、
上
告
人
の
主
張
す
る
上
告

172 



判例研究

の
理
由
が
民
訴
法
三
二
一
条
一
項
、
二
項
所
定
の
上
告
理
由
に
該
当

す
る
か
否
か
と
い
う
実
質
的
判
断
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
の

(M
) 

理
解
が
多
数
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
現
行
法
コ
二
六
条
の

規
定
が
旧
三
九
九
条
の
規
定
の
文
言
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で

い
る
こ
と
に
加
え
、
平
成
八
年
改
正
に
お
い
て
上
告
理
由
が
原
則
と

し
て
憲
法
違
反
（
民
訴
法
コ
二
二
条
一
項
）
と
絶
対
的
上
告
理
由

（
同
二
項
）
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
上
告
理
由
に
名
を
借
り

た
上
告
を
簡
易
に
棄
却
す
る
方
法
と
し
て
上
告
裁
判
所
の
決
定
に
よ

る
棄
却
の
制
度
（
民
訴
法
二
二
七
条
二
項
参
照
）
が
導
入
さ
れ
た
と

い
う
立
法
経
緯
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
平
成
人
年

改
正
に
お
け
る
上
告
受
理
制
度
の
創
設
に
際
し
て
、
重
要
な
法
律
問

題
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
が
適
切
に
判
断
を
す
る
機
会
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
高
等
裁
判
所
が
上
告
理
由
の
有
無

を
審
査
す
る
許
可
上
告
の
制
度
よ
り
も
、
最
高
裁
判
所
自
ら
が
上
告

理
由
の
有
無
に
つ
い
て
審
査
す
る
上
告
受
理
の
制
度
の
ほ
う
が
適
当

（
お
）

で
あ
る
と
の
立
法
判
断
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
上
告
理
由
の
実
質
的

判
断
は
上
告
裁
判
所
に
専
属
的
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
上
記
解
釈
と

基
本
的
な
考
え
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

特
別
抗
告
に
対
す
る
原
裁
判
所
の
審
査

特
別
抗
告
は
、
通
常
の
不
服
申
立
て
が
で
き
な
い
決
定
お
よ
び
命

令
に
対
し
て
、
そ
の
裁
判
に
憲
法
の
解
釈
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
そ
の

他
憲
法
の
違
反
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
最
高
裁
判
所
に
対
し
て

（
路
）

提
起
す
る
非
常
の
不
服
申
立
制
度
で
あ
る
。
特
別
抗
告
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
特
別
上
告
の
規
定
が
準
用

さ
れ
（
民
訴
法
三
三
六
条
三
項
）
、
さ
ら
に
特
別
上
告
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
上
告
の
規
定
が
準
用
さ
れ

る
（
民
訴
法
三
二
七
条
二
項
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
別
抗
告
に
お
い

て
も
、
上
告
提
起
の
方
式
（
民
訴
法
コ
二
四
条
）
、
上
告
理
由
の
記

載
（
同
コ
二
五
条
）
、
原
裁
判
所
に
よ
る
上
告
の
却
下
（
同
三
一
六

条
）
、
上
告
裁
判
所
に
よ
る
上
告
の
却
下
お
よ
び
棄
却
（
同
コ
二
七

（
口
）

条
）
等
の
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ
準
用
さ
れ
る
。

学
説
は
、
特
別
抗
告
に
対
す
る
原
裁
判
所
の
審
査
の
範
囲
に
つ
い

て
も
、
上
告
の
場
合
と
同
様
、
形
式
的
審
査
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

っ
て
、
抗
告
人
の
主
張
す
る
特
別
抗
告
の
理
由
が
民
訴
法
三
三
六
条

一
項
所
定
の
特
別
抗
告
理
由
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い
う
実
質
的
判

（
鴎
）

断
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
の
理
解
が
多
数
で
あ
る
。
従
来
の

裁
判
実
務
も
ま
た
、
ま
っ
た
く
憲
法
違
反
の
主
張
が
な
い
場
合
は
別

と
し
て
、
憲
法
違
反
の
主
張
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
そ
れ
が

憲
法
違
反
に
名
を
借
り
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
最
高
裁
判
所
に
直
接

判
断
を
仰
ぐ
べ
く
、
原
裁
判
所
が
最
高
裁
判
所
に
事
件
を
送
付
す
る

例
が
多
い
と
さ
れ
る
。
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も
っ
と
も
、
特
別
抗
告
や
特
別
上
告
に
は
、
確
定
遮
断
効
こ
そ
な

い
も
の
の
、
執
行
停
止
効
が
一
定
の
要
件
の
下
で
認
め
ら
れ
る
こ
と

（
初
）

か
ら
、
実
務
上
、
訴
訟
の
遅
延
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
濫
用
的

（
幻
）

な
特
別
上
訴
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

下
級
審
裁
判
例
に
は
、
憲
法
違
背
の
字
句
を
使
用
し
て
い
る
が
実
質

的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
特
別
抗
告
に
つ
い
て
原
裁
判

（
幻
）

所
が
不
適
法
却
下
で
き
る
と
し
た
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、
特
別
上
訴
の
濫
用
の
問
題
が

少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

思
う
に
、
特
別
抗
告
の
制
度
と
、
特
別
抗
告
の
規
定
が
準
用
す
る

特
別
上
告
の
制
度
は
、
い
ず
れ
も
憲
法
適
合
性
の
判
断
は
最
高
裁
判

所
が
終
審
裁
判
所
と
な
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
導
入

さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
高
裁
判
所
が
終
審
裁
判
所
と
な

る
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
裁
判
に
お
い
て
憲

法
適
合
性
が
争
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
最
終
的
決
定
権
は
常
に
最
高

裁
判
所
に
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
訴
訟
当
事
者
は

憲
法
適
合
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
常
に
最
高
裁
判
所
の
審
理
・
判
断

(mU
) 

を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
と

す
れ
ば
、
特
別
抗
告
や
特
別
上
告
に
つ
い
て
は
、
憲
法
問
題
を
必
ず

し
も
伴
わ
な
い
普
通
上
告
の
場
合
以
上
に
、
最
高
裁
判
所
の
審
理
・

判
断
の
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
釈
・
運
用
に
ょ
っ

て
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
点
、
本
決
定
は
、
前
記
平
成
一
一
年
決
定
を
援
用
す
る
に
す
ぎ
な

い
が
、
そ
の
根
底
に
は
上
記
憲
法
上
の
要
請
が
働
い
て
い
る
と
見
る

べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
制
限
す
る
よ
う
な
解
釈
・
運
用
は
、
違
憲
の

(M
) 

疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
憲
法
違
反
に
名
を
借
り
た
最
高
裁
判
所
へ
の
上
訴
が

少
な
く
な
い
と
い
う
状
況
そ
れ
自
体
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
旧
三
九
九
条
一
項
お
よ
び
現
行
法
コ
二
七
条
二
項

の
立
法
経
緯
に
照
ら
せ
ば
、
現
行
法
は
そ
の
よ
う
な
上
訴
も
含
め
て

事
件
を
最
高
裁
判
所
に
送
付
さ
せ
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
し
、

ま
た
、
実
際
上
も
、
原
裁
判
所
の
却
下
決
定
に
対
し
て
は
更
な
る
不

（
お
）

服
申
立
て
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
裁
判
所
の
段
階

で
却
下
す
る
こ
と
が
濫
用
的
上
訴
の
抑
制
に
資
す
る
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
別
抗
告
理
由
の
記
載
方
式
と
の
関
係

本
決
定
に
よ
れ
ば
、
特
別
抗
告
の
理
由
と
し
て
憲
法
違
反
の
主
張

が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
れ
が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に

す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
特
別
抗
告
の

理
由
と
し
て
憲
法
違
反
の
主
張
さ
え
あ
れ
ば
常
に
適
式
要
件
を
満
た

五
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す
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
告
理
由
の
記
載
方

式
に
関
し
て
規
定
す
る
民
訴
規
則
一
九
O
条
（
同
二
O
八
条
お
よ
び

二
O
四
条
に
よ
り
特
別
抗
告
に
準
用
さ
れ
る
）
は
、
憲
法
違
反
を
理

由
と
す
る
上
告
理
由
の
記
載
方
式
に
関
し
て
、
憲
法
の
条
項
を
掲
記

し
、
憲
法
に
違
反
す
る
事
由
を
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を

定
め
る
と
と
も
に
、
同
規
則
一
九
三
条
（
同
二
O
八
条
お
よ
び
二
O

四
条
に
よ
り
特
別
抗
告
に
準
用
さ
れ
る
）
は
、
上
告
理
由
は
具
体
的

に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別

抗
告
の
理
由
と
し
て
憲
法
違
反
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の

（
鉛
）

具
体
的
な
記
載
内
容
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
原
裁
判
所
に
お
い
て
方

式
違
背
を
理
由
に
特
別
抗
告
が
却
下
さ
れ
る
余
地
が
な
お
残
さ
れ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
決
定
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
正
面
か
ら

論
じ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
問
題
と
な

り
う
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。

そ
も
そ
も
、
民
訴
規
則
一
九
O
条
な
い
し
一
九
三
条
の
規
定
は
、

（
幻
）

昭
和
二
九
年
に
制
定
さ
れ
た
民
事
上
告
事
件
等
訴
訟
手
続
規
則
の
三

条
な
い
し
六
条
の
規
定
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
同
規
則
は
、

昭
和
二
九
年
の
民
訴
法
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
上
告
理
由
は
最
高
裁

（
鎚
）

判
所
規
則
で
定
め
る
方
式
に
よ
り
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
た
規
則
で
あ
る
が
、
当
時
の
解
説

に
よ
れ
ば
、
上
告
理
由
の
記
載
方
式
と
し
て
は
そ
の
記
載
の
有
無
だ

け
が
問
題
で
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
事
実
が
真
に
存
在
し
た
か
ど
う
か

は
問
題
外
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
上
告
理
由
は
具
体
的
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
同
規
則
六
条
（
旧
民
訴
規
則
四
九

条
、
現
規
則
一
九
三
条
に
相
当
）
は
、
い
わ
ゆ
る
訓
示
的
規
定
で
あ

(mm
) 

る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
現
行
民
訴
規
則
に
お
い

て
も
基
本
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
提

と
す
れ
ば
、
特
別
抗
告
の
理
由
と
し
て
、
憲
法
の
該
当
条
項
お
よ
び

違
反
す
る
事
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
は
、
適
式
要
件
と
し
て
欠

け
る
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
で
、
従
来
の
裁
判
実
務
に
は
、
最
高
裁
判
所
の
負
担
過
重
を

背
景
と
し
て
、
記
載
方
式
に
関
す
る
民
訴
規
則
の
規
定
に
、
よ
り
積

極
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
を
与
え
よ
う
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
東
京
高
決
昭
五
八
・
一
0

・
一
四
下
民
三
四
巻
九
1

一

二
号
九
七
一
頁
は
、
上
告
理
由
の
方
式
違
背
を
理
由
に
原
裁
判
所
が

上
告
を
却
下
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
同
決
定
に
よ
れ
ば
、
上
告
理
由

の
記
載
方
式
に
関
す
る
旧
民
訴
規
則
四
六
条
（
現
規
則
一
九
O
条
）
、

四
七
条
（
現
規
則
一
九
一
条
）
の
規
定
の
趣
旨
は
、
単
に
条
文
の
掲

記
ま
た
は
抽
象
的
文
言
の
記
載
を
も
っ
て
は
足
り
ず
、
原
判
決
の
い

か
な
る
点
が
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
ど
の
上
告
理
由
に
該
当

す
る
の
か
、
そ
の
具
体
的
根
拠
を
条
項
と
併
記
し
て
明
示
す
る
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
違
背
す
る
記
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（
幻
）

載
は
却
下
を
免
れ
な
い
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
訴
規
則
一
九
O
条
お
よ
び
一
九
一
条
の
解
釈

と
し
て
、
上
告
理
由
の
具
体
的
根
拠
な
い
し
は
実
質
的
理
由
ま
で
要

求
す
る
こ
と
は
、
民
訴
規
則
一
九
三
条
が
訓
示
的
な
規
定
に
と
ど
ま

る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
ほ
か
、
ど
の
程
度
の
記
載
が
あ
れ
ば
適
式
な

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
か
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
と
な
る

こ
と
、
ま
た
、
理
由
の
記
載
の
巧
拙
に
よ
っ
て
上
訴
の
適
否
が
左
右

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の

よ
う
に
、
憲
法
適
合
性
の
最
終
的
決
定
権
が
最
高
裁
判
所
に
留
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
憲
法
違
反
の
主
張
に
根
拠
や
理
由
が

あ
る
か
否
か
は
、
憲
法
適
合
性
の
当
否
と
密
接
に
関
連
す
る
事
項
と

し
て
、
最
高
裁
判
所
の
審
理
・
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
特
別
抗
告
の
適
式
要
件

と
し
て
は
、
民
訴
規
則
一
九
O
条
所
定
の
憲
法
の
該
当
条
項
お
よ
び

違
反
す
る
事
由
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
足
り
、
そ
の
具
体
的
根
拠
や

実
質
的
理
由
の
有
無
は
問
わ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

六
本
件
事
案
に
お
け
る
原
審
却
下
の
是
非

本
決
定
に
よ
れ
ば
、
本
件
特
別
抗
告
に
お
け
る
特
別
抗
告
状
に
は
、

抗
告
人
の
訴
訟
救
助
の
申
立
て
を
却
下
し
た
原
裁
判
所
の
決
定
が
憲

法
二
五
条
一
項
、
三
二
条
お
よ
び
七
六
条
に
違
反
す
る
旨
の
記
載
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
原
裁
判
所
が
特
別
抗
告
の
適

式
要
件
と
し
て
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
民
訴
規
則
一
九O
条

所
定
の
憲
法
の
該
当
条
項
お
よ
び
違
反
す
る
事
由
の
記
載
の
有
無
で

あ
り
、
そ
の
記
載
の
内
容
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
件
特
別
抗
告
を
原
審
却
下
し
た
原
決
定
を
破
棄
し
た

本
決
定
は
妥
当
な
も
の
と
し
て
支
持
で
き
る
。
な
お
、
本
決
定
は
特

別
抗
告
に
関
す
る
先
例
で
は
あ
る
が
、
そ
の
論
旨
は
、
同
じ
く
憲
法

違
反
を
理
由
と
す
る
非
常
の
不
服
申
立
制
度
で
あ
る
特
別
上
告
に
つ

(MM
) 

い
て
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
と
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
決
定
の
主
文
は
、
「
原
決
定
を
破
棄
す
る
」
と
い

う
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
れ
は
原
決
定
を
破
棄
す
れ
ば
原
裁
判
所
に
お（お

）

け
る
特
別
抗
告
手
続
が
当
然
に
復
活
す
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
。

よ
っ
て
、
そ
の
後
の
処
理
と
し
て
は
、
事
件
は
原
裁
判
所
か
ら
最
高

裁
判
所
へ
と
送
付
さ
れ
、
特
別
抗
告
の
理
由
が
憲
法
違
反
を
い
う
も

の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
民
訴
法
二
二
七
条
二

項
（
同
三
三
六
条
三
項
、
三
二
七
条
二
項
に
よ
り
特
別
抗
告
に
準
用

さ
れ
る
）
に
基
づ
い
て
棄
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な

事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
抗
告
人
が
主
張
す
る
憲
法
違
反

（
鎚
）

の
有
無
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
終
審
裁
判
所
と
し
て
の
判
断
が

（
町
四
）

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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終
わ
り
に

司
法
統
計
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
を
見
る
と
、
最
高
裁
判
所
へ
上
訴

さ
れ
た
事
件
の
う
ち
、
原
裁
判
が
破
棄
さ
れ
た
件
数
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
理
由
の
な
い
不
服
申
立
て
で
あ
る
こ
と

（
鈴
）

が
う
か
が
わ
れ
る
。
最
高
裁
判
所
の
限
り
あ
る
人
的
・
物
的
資
源
が
、

数
多
く
の
理
由
の
な
い
不
服
申
立
て
の
処
理
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
と

い
う
現
状
を
ふ
ま
え
る
と
、
最
高
裁
判
所
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、

原
裁
判
所
の
審
査
権
限
を
拡
大
・
強
化
す
る
と
い
う
考
え
方
に
は
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
件
処
理
は

本
決
定
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
た
。
裁
判
所
の
負
担
過
重
の
問

題
を
当
事
者
の
不
利
益
に
帰
す
る
よ
う
な
解
釈
・
運
用
は
適
当
で
は

な
く
、
と
り
わ
け
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い

る
特
別
上
訴
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
へ
の
上
訴
の
途
が
聞
か
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

判例研究

（1
）
先
行
評
釈
と
し
て
、
川
嶋
四
郎
「
判
批
」
法
セ
五
四
巻
一
二
号

（
二O
O

九
年
）
一
一
一
六
頁
、
福
本
知
行
「
判
批
」
民
商
一
四
一
巻

二
号
（
二
O
O
九
年
）
二
四
七
頁
、
塩
崎
勤
「
判
批
」
民
事
法
情
報

二
七
九
号
（
二
O
O
九
年
）
六
五
頁
、
佐
瀬
裕
史
「
判
批
」
判
例
セ

レ
ク
ト
ニ
O
O
九
E

（
法
学
教
室
三
五
四
号
別
冊
付
録
）
（
二O

一

O
年
）
三
O
頁
、
青
木
哲
「
判
批
」
ジ
ユ
リ
臨
増
一
三
九
八
号
（
二

O

一
O
年
）
一
四
五
頁
。

（2
）
憲
法
違
反
の
主
張
が
な
い
特
別
抗
告
は
不
適
法
で
あ
り
、
原
裁

判
所
は
こ
れ
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
最
決
昭
三
二
・
三
・
二

集
民
一
一
一
号
三
七
三
頁
参
照
）
。

（3
）
福
岡
高
決
昭
三
六
・
三
・
二
八
下
民
一
二
巻
三
号
六
五
七
頁
。

（4
）
本
決
定
の
コ
メ
ン
ト
（
判
時
二
O
五
二
号
四
八
頁
以
下
）
に
よ

れ
ば
、
特
別
抗
告
に
限
ら
ず
、
上
告
や
上
告
受
理
申
立
て
等
の
上
訴

手
続
に
お
い
て
も
誤
っ
た
原
審
却
下
が
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
決
定
は
こ
の
よ
う
な
下
級
審
の
実
情
に
対
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（5
）
な
お
、
最
高
裁
で
は
、
同
日
、
上
告
受
理
の
申
立
て
に
関
し
て

も
、
同
様
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
（
最
一
小
決
平
一
一
・
三
・
九

判
時
一
六
七
二
号
六
七
頁
参
照
）
。

（6
）
同
決
定
の
コ
メ
ン
ト
（
判
時
一
六
七
三
号
八
七
頁
以
下
）
参
照
。

当
時
の
状
況
と
し
て
は
、
上
告
理
白
書
に
上
告
理
由
の
記
載
が
な
い

場
合
は
と
も
か
く
、
あ
る
程
度
の
記
載
が
あ
れ
ば
原
裁
判
所
が
却
下

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
含
め
て
事
件
を
上
告
裁
判
所
に
送
付

す
る
と
い
う
扱
い
が
慣
行
化
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

従
来
の
取
扱
い
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
原
裁
判
所
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
機
能
の
強
化
を
示
唆
す
る
裁
判
例
も
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
裁
判
実

務
は
や
や
混
乱
し
た
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
鈴
木
正
裕
H

鈴

木
重
勝
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
倒
』
（
有
斐
閣
・
一
九
九
八
年
）
三

一
二
頁
〔
塩
崎
勤
〕
参
照
）
。
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（7
）
同
決
定
の
コ
メ
ン
ト
（
判
時
一
六
七
三
号
八
七
頁
以
下
）
参
照
。

（8
）
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
一
問
一
答
・
新
民
事
訴
訟
法
」

（
以
下
、
「
一
問
一
答
」
と
表
記
）
（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
六

年
）
三
五
三
頁
参
照
。

（9
）
民
事
訴
訟
規
則
一
九
四
条
参
照
。

（
叩
）
民
事
訴
訟
規
則
一
九
O
条
な
い
し
一
九
三
条
参
照
。

（
日
）
原
裁
判
所
の
審
査
が
形
式
的
審
査
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、
昭
和

二
九
年
の
民
訴
法
一
部
改
正
の
経
緯
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
改
正

案
で
は
、
三
九
九
条
一
項
三
号
と
し
て
、
「
上
告
ガ
法
令
違
背
ヲ
理

由
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ト
キ
又
ハ
判
決
ニ
影
響
ヲ
及
ボ
サ
ザ
ル
コ

ト
明
ナ
ル
法
令
ノ
違
背
ヲ
理
由
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
」
と
規
定
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
種
の
実
質
的
判
断
を
伴
う
事
項
で
あ
り
、
単

な
る
形
式
的
審
査
の
域
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
と
し

て
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
関
根
小
郷
「
上
告
手
続
に
関
連
す

る
民
事
訴
訟
法
の
改
正
等
に
つ
い
て
」
曹
時
六
巻
六
号
（
一
九
五
四

年
）
二
七
頁
参
照
）
。

（
ロ
）
菊
井
維
大
H

村
松
俊
夫
『
全
訂
民
事
訴
訟
法
E

』
（
日
本
評
論

社
・
一
九
八
六
年
）
二
七
三
頁
、
兼
子
一
ほ
か
『
条
解
民
事
訴
訟

法
』
（
弘
文
堂
・
一
九
八
六
年
）
一
一
一
二
一
頁
〔
松
浦
馨
〕
、
斎
藤
秀

夫
ほ
か
編
「
〔
第
二
版
〕
注
解
民
事
訴
訟
法
則
』
（
第
一
法
規
・
一
九

九
六
年
）
五
五
O
頁
〔
小
室
直
人
H

東
孝
行
〕
、
鈴
木
（
正
）
H

鈴

木
（
重
）
編
・
前
掲
注
（6
）
一
一
二
三
頁
〔
塩
崎
〕
な
ど
。

（
日
）
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
研
究
会
「
最
高
裁
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
つ
い
て

（
一
）
」
法
の
支
配
三
人
号
（
一
九
七
九
年
）
九
八
頁
参
照
。

（
日
）
中
野
貞
一
郎
ほ
か
編
『
新
民
事
訴
訟
法
講
義
〔
第
二
版
補
訂
二

版
〕
』
（
有
斐
閣
・
二O
O

八
年
）
六
一
七
頁
〔
上
野
泰
男
〕
、
伊
藤

虞
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
三
版
三
訂
版
〕
』
（
有
斐
閣
・
ニO
O

八
年
）

六
七
二
頁
、
松
本
博
之
H

上
野
泰
男
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
五
版
〕
』

（
弘
文
堂
・
二O
O
八
年
）
七
四
七
頁
〔
上
野
泰
男
〕
、
賀
集
唱
ほ
か

編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
1

ル
〔
第
三
版
〕
民
事
訴
訟
法
3

』
（
日

本
評
論
社
・
二
O
O

八
年
）
七
七
頁
〔
鈴
木
重
信
〕
な
ど
。

（
日
）
一
問
一
答
・
前
掲
注
（8
）
一
ニ
四
六
頁
参
照
。

（
日
）
特
別
抗
告
に
つ
い
て
は
、
菊
井H
村
松
・
前
掲
注
（
ロ
）
三
五
六

頁
以
下
、
兼
子
ほ
か
・
前
掲
注
（
ロ
）
一
二
五
四
頁
以
下
〔
松
浦
〕
、

斎
藤
秀
夫
ほ
か
編
「
〔
第
二
版
〕
注
解
民
事
訴
訟
法
側
』
（
第
一
法

規
・
一
九
九
六
年
）
一
七
七
頁
以
下
〔
斎
藤
秀
夫H
磯
部
喬
〕
、
鈴
木

（
正
）H
鈴
木
（
重
）
編
・
前
掲
注
（6
）
四
四
O
頁
以
下
〔
三
宅
弘

人
H

古
閑
裕
一
一
〕
、
賀
集
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
日
）
一
一
六
頁
以
下

〔
加
波
虞
ニ
な
ど
参
照
。
ま
た
、
小
室
直
人
「
違
憲
上
訴
」
菊
井

維
大
編
「
全
訂
民
事
訴
訟
法
（
下
）
』
（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
六
六

年
）
一
九
七
頁
以
下
、
坂
口
裕
英
「
特
別
抗
告
」
斎
藤
秀
夫
H

小
室

直
人
編
『
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
』
（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
七
五
年
）

三
九
O
頁
参
照
。

（
げ
）
民
事
訴
訟
規
則
に
お
い
て
も
、
特
別
抗
告
に
つ
い
て
は
特
別
上

告
の
規
定
が
準
用
さ
れ
（
同
二
O
八
条
）
、
さ
ら
に
特
別
上
告
に
つ

い
て
は
上
告
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
同
二
O
四
条
）
。
こ
れ
に
よ
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り
、
特
別
抗
告
に
お
い
て
も
、
憲
法
違
反
を
理
由
と
す
る
上
告
理
由

の
記
載
の
方
式
（
同
一
九
O
条
）
、
上
告
理
由
の
記
載
の
仕
方
（
同

一
九
三
条
）
等
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。

（
時
）
兼
子
ほ
か
・
前
掲
注
（
ロ
）
一
二
五
四
頁
〔
松
浦
〕
、
斎
藤
ほ
か

編
・
前
掲
注
（
時
）
一
九
四
頁
〔
斎
藤H
磯
部
〕
、
鈴
木
（
正
）H
鈴

木
（
重
）
編
・
前
掲
注
（
6

）
四
四
七
頁
〔
三
宅
H

古
閑
〕
な
ど
。

（
問
）
菊
井
H

村
松
・
前
掲
注
（
ロ
）
三
五
七
頁
。

（
加
）
特
別
抗
告
に
つ
き
民
訴
法
三
三
六
条
三
項
、
特
別
上
告
に
つ
き

同
四
O
三
条
一
項
一
号
参
照
。

（
幻
）
菊
井
H

村
松
・
前
掲
注
（
ロ
）
三O
五
頁
参
照
。

（
辺
）
福
岡
高
決
昭
三
六
・
三
・
二
八
下
民
一
二
巻
三
号
六
五
七
頁
。

（
お
）
法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
・
下
巻
凶
』
（
有
斐
閣
・
一

九
五
三
年
）
一
一
二
六
頁
、
宮
津
俊
義
著
・
芦
部
信
喜
補
訂
「
全
訂

日
本
国
憲
法
』
（
日
本
評
論
社
・
一
九
七
八
年
）
六
七
六
頁
、
伊
藤

正
己
「
憲
法
〔
第
三
版
〕
』
（
弘
文
堂
・
一
九
九
五
年
）
六
二
七
頁
、

樋
口
陽
一
ほ
か
『
憲
法
W
』
（
青
林
書
院
・
二O
O

四
年
）
九
九
頁

〔
佐
藤
幸
治
〕
な
ど
参
照
。

（
斜
）
な
お
、
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
特
別
抗
告
に
お
い
て
原
裁
判
所
が

形
式
的
審
査
を
行
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
憲
法
違
反
に
あ
た
ら
な
い

（
最
決
昭
三
三
・
五
・
ニ
九
判
時
一
五
一
号
一
九
頁
参
照
）
。
審
級
制

度
を
い
か
に
規
律
す
る
か
は
憲
法
人
一
条
に
定
め
る
ほ
か
は
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
原

裁
判
所
の
審
査
は
あ
く
ま
で
も
形
式
的
審
査
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

り
、
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
の
審
理
・
判
断
が
留
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
相
当
な

も
の
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
原
裁
判
所
の
却
下
決
定
に
対
し
て
不
服
の
あ
る
当
事
者
と
し
て

は
、
理
由
の
有
無
は
と
も
か
く
と
し
て
、
原
裁
判
所
が
地
方
裁
判
所

で
あ
る
場
合
に
は
即
時
抗
告
（
民
訴
法
コ
二
六
条
二
項
）
、
原
裁
判

所
が
高
等
裁
判
所
で
あ
る
場
合
に
は
許
可
抗
告
（
岡
三
三
七
条
一

項
）
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
お
）
実
際
の
事
件
に
あ
ら
わ
れ
た
上
告
理
由
お
よ
び
特
別
上
告
理
由

の
具
体
的
記
載
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
坂
井
芳
雄
「
民
事

上
告
理
由
の
実
態
」
民
訴
一
O
号
（
一
九
六
三
年
）
二
二
頁
以
下

参
照
。

（
幻
）
昭
和
二
九
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号
。

（
お
）
旧
民
訴
法
三
九
八
条
二
項
（
現
行
法
コ
二
五
条
二
項
）
参
照
。

（
却
）
関
根
・
前
掲
注
（
日
）
六
二
頁
参
照
。

（
却
）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
民
事
局
監
修
『
条
解
民
事
訴
訟
規
則
』

（
司
法
協
会
・
一
九
九
七
年
）
三
九
三
頁
以
下
参
照
。

（
担
）
判
例
評
釈
と
し
て
、
花
村
治
郎
『
判
例
民
事
訴
訟
法
』
（
成
文

堂
・
一
九
九
二
年
）
一
八
八
頁
［
初
出
・
判
評
三
O
五
号
（
一
九
八

四
年
）
一
八
三
頁
］
、
古
川
正
孝
「
判
批
」
季
刊
実
務
民
事
法
七
号

（
一
九
八
四
年
）
一
七
六
頁
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
同
決
定
に
は
肯

定
的
で
あ
る
。

（
沼
）
し
た
が
っ
て
、
特
別
上
告
の
理
由
と
さ
れ
た
憲
法
違
反
の
主
張
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が
実
質
的
に
は
法
令
違
反
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
特
別
上
告
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と

ど
ま
り
、
原
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

（
お
）
確
立
し
た
実
務
の
取
扱
い
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
最
一
小
決

平
一
一
・
三
・
九
判
時
一
六
七
二
号
六
七
頁
の
コ
メ
ン
ト
参
照
）
。

（
担
）
裁
判
所
は
、
抗
告
人
が
主
張
す
る
以
外
の
憲
法
違
反
の
事
由
に

つ
い
て
も
職
権
で
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
訴
法
三
三
六
条
三

項
、
三
二
七
条
二
項
、
三
二
二
条
参
照
）
。

（
お
）
な
お
、
最
高
裁
判
所
が
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
原
則
と
し
て
大
法
廷
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
既
に
し

た
大
法
廷
判
例
と
意
見
を
同
じ
く
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
要
し
な
い

（
裁
一O
条
参
照
）
。

（
お
）
平
成
二
0
年
度
の
司
法
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
最
高
裁
判
所
に

お
け
る
民
事
・
行
政
訴
訟
の
既
済
事
件
数
と
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
①
上
告
事
件
｜
総
数
二
O
五
人
件
の
う
ち
、
却
下
決
定

六
七
件
、
棄
却
決
定
一
九
五
七
件
、
棄
却
判
決
一
一
件
、
破
棄
判
決

五
件
、
そ
の
他
一
八
件
、
②
上
告
受
理
事
件
｜
総
数
二
五
二
ニ
件
の

う
ち
、
不
受
理
決
定
二
四
一
八
件
、
棄
却
判
決
一
四
件
、
破
棄
判
決

五
一
件
、
そ
の
他
三
O
件
、
③
特
別
上
告
事
件
｜
総
数
五
六
件
の
う

ち
、
却
下
決
定
五
件
、
棄
却
決
定
五
一
件
、
棄
却
判
決
O
件
、
破
棄

判
決
O
件
、
④
特
別
抗
告
事
件
｜
総
数
一
二
八
五
件
の
う
ち
、
却
下

決
定
五
七
件
、
棄
却
決
定
二
一
一
八
件
、
破
棄
決
定
O
件
、
そ
の
他

一
O
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
訂
）
現
行
法
下
に
お
け
る
上
告
、
上
告
受
理
、
許
可
抗
告
の
運
用
状

況
に
関
し
て
、
福
田
剛
久
ほ
か
「
最
高
裁
判
所
に
対
す
る
民
事
上
訴

制
度
の
運
用
」
判
タ
一
二
五
O
号
（
二
O
O
七
年
）
五
頁
以
下
参
照
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
告
制
限
が
設
け
ら
れ
た
現
行
法
下
に
お
い
て
も

多
く
の
上
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
件
数
は
旧
法
下
に
お
け
る
件

数
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
上
告
理
由
と
し
て
は
、
多

く
の
場
合
、
憲
法
違
反
か
理
由
不
備
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
実
質

的
に
は
法
令
違
反
を
主
張
す
る
か
原
審
の
事
実
認
定
に
不
服
を
い
う

に
す
ぎ
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
二
二
年
四
月
三O
日
脱
稿
）
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